
参加費
無　料

主催：

後援（予定）：日本原子力学会、日本機械学会、日本化学会、土木学会、
　　　　　　  日本医学放射線学会、日本原子力研究開発機構

日本学術会議講堂
〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34
TE L：03-3403-3793（代表）

東京メトロ千代田線「乃木坂」駅 5出口より 徒歩2分
都営大江戸線「六本木」駅 7出口より 徒歩10分
東京メトロ日比谷線「六本木」駅 4a出口より 徒歩10分

シンポジウム事務局（（株）オーエムシー内）
TE L：03-5362-0128
　　 　受付時間 10:00～17:00（土・日・祝日を除く）
FAX：03-5362-0125
E-mail：crds@omc.co.jp

4 15:00～16:50 [パネルディスカッション ]

＜パネリスト＞
Kevin Crowley（米国科学アカデミー（NAS）原子力・
放射線研究委員会シニアボードディレクター）

石田寛人（金沢学院大学　名誉学長、（財）原子力安全技術
センター　会長）

草間朋子（大分県立看護科学大学　学長）

城山英明（東京大学大学院法学政治学研究科　教授）

田中　知（東京大学　教授、日本原子力学会　会長）

保坂直紀 （読売新聞東京本社科学部　次長）

＜モデレーター＞
有本建男（JST CRDS　副センター長、社会技術研究開発
センター　センター長）

5 16:50～17:00 [今後に向けての総括 ]

[ 総括講演 ]
吉川弘之（CRDS　センター長）

東京電力福島原子力発電所の事故は未曾有の大事故

であり、これへの対応は、我が国の将来に大きな影響

を与えることになる。その対応において科学者が果た

すべき役割は大きく、科学者および科学者コミュニティ

の責任でもある。対応は長期間を要することになるが、

科学者が有する知識や経験が、分野、組織、世代、

国を越えて、課題の解決に向けて総合的に発揮できる

仕組みを構築すること、科学者が市民や国、自治体

などのニーズや期待に的確に応えていくこと、科学者

が十分な情報を踏まえて対応できることなど、今後、

科学者を含む関係者が一体となって持続的に取り組ん

で行くことが必須と考える。

このような視点から、本シンポジウムを通して、

この事故に対する科学者の役割と責任について議論を

深めたい。

1 10:00～10:20 [開催挨拶 ]

吉川弘之 （科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター
（CRDS）　センター長）

大西　隆（日本学術会議　会長、東京大学　教授）

2 10:20～11:50 [基調講演と報告 ]

・事故の全容に関する報告………………… 10:20～10:40

広瀬研吉
（内閣府　参与、東海大学　特任教授、CRDS　上席フェロー）

・基調講演 1……………………………………………… 10:40～11:10

「原子力と社会との関わり～米国を例に」
Kevin Crowley（米国科学アカデミー（NAS）原子力・
放射線研究委員会　シニアボードディレクター）

・基調講演 2……………………………………………… 11:10～11:30

「日本学術会議の対応、科学者の貢献（仮）」
矢川元基（東洋大学　教授、原子力安全研究協会　理事長、
日本学術会議　連携会員）

・基調講演 3……………………………………………… 11:30～11:50

「東電福島原発事故後の放射線防護対策
  ―リスクコミュニケーションの担い手は？―」
佐々木康人（社団法人 日本アイソトープ協会　常務理事、
日本学術会議　連携会員）

昼食　11:50～13:00

313:00～14:30 [講演ー各分野からの貢献 ]
・原子力分野からの貢献 ……………………13:00～13:15

田中　知（東京大学　教授、日本原子力学会　会長）

・化学分野からの貢献 …………………………13:15～13:35

岩澤康裕
（電気通信大学　教授、日本化学会　会長、日本学術会議　連携会員）

・土木分野からの貢献 …………………………13:30～13:45

米田　稔（京都大学　教授）

・機械分野からの貢献 …………………………13:45～14:00

白鳥正樹（横浜国立大学　特任教授、日本学術会議　連携会員）

・放射線医学分野からの貢献 ……………14:00～14:15

草間朋子（大分県立看護科学大学　学長）

・経済学分野からの貢献 ……………………14:15～14:30

黒田昌裕（東北公益文科大学　学長、CRDS　上席フェロー）

休憩　14:30～15:00

開催日：2011年11月26日（土）
時　間：10:00～17:00
場　所：日本学術会議講堂

ACCESS

参加申込みに関するお問い合せ先

プログラム （日英同時通訳）趣　旨

　 参加申込方法
お申し込みは個人でお願いいたします。
本シンポジウムは事前登録制です。
※先着順で受付いたしますので、定員を超えた場合は
参加をご遠慮いただくことがあります。

【ホームページからのお申し込み】
http://crds.jst.go.jp/sympo/kagakusya

東京電力福島原子力発電所事故への
科学者の役割と責任について
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